
　第19回飯高檀林新緑祭が４月27日、飯高寺境内を会場
に開催されました。市内弦楽団「UFO」によるコンサート
やのさか太鼓による太鼓の演奏、ソロシンガーS

ソ ウ

OWによ
る特別ライブが実施され、会場に集まった人たちの耳を楽
しませていました。
　また、同会場では29日に講堂の一般開放が行われ、普
段は見ることができない御本尊の御開帳の他、チアダンス
の披露などのイベントが催され、多くの人が訪れました。

　本市初となる企業版ふるさと納税による人材派遣を行っ
た第一生命保険株式会社を善行者として表彰しました。
　４月30日に表彰式が行われ、同社・吉見美和成田営業
支社長に宮内市長から表彰状が手渡されました。市と同社
は、令和５年３月に人事交流協定を締結。令和５年度から
２年間、同社成田営業支社の社員１人が市の任期付き職員
として、主にシティプロモーションやふるさと納税に関わ
る事業に携わりました。

檀林の森でコンサート
講堂開放にも多くの見学者
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企業版ふるさと納税による人材派遣

1 第19回匝瑳市植木まつり。職人自慢
の造形樹や色鮮やかな鉢植木を買い求め
に、多くの人が訪れました 2 昭和だ
よ！全員集合！。往年の名車の展示や懐
かしの名曲ライブなど“古き良き”昭和
の雰囲気を懐かしむ人たちで、にぎわい
を見せました 3 4 おせん様のふじ祭。
藤棚の下で、箕作りの作業が披露されま
した。また、地区内の森川さくさん宅で
は、庭一面に植えられたシバザクラが来
訪者をもてなしていました 5 ソーラー
シェアリング・アースデイ。特設ステー
ジでのコンサートやソーラーシェアリン
グ見学ツアーなどが実施されました 6

匝りの里こどもの日イベント。キッズダ
ンスなどのステージショーや子ども神

みこし

輿
の渡御が行われました
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1 ５月３日、生涯学習センター５月３日、生涯学習センター

2 ４月29日、そうさ記念公園４月29日、そうさ記念公園

3 ４月26日、豊栄地区木積４月26日、豊栄地区木積

4 ４月22日、豊栄地区木積４月22日、豊栄地区木積

5 ５月11日、豊和地区飯塚５月11日、豊和地区飯塚 6 ５月５日、匝りの里５月５日、匝りの里
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　市では、大学生や高校生などの皆さんの職業意識の
向上や、市政に対する理解の促進のため、インターン
シップ（就業体験）を実施します。
◆対象者
　学校教育法に基づく大学、高等専門学校、高等学校
の学生または生徒（大学院および短期大学を含む）
◆受け入れ期間
　７月から９月までの期間に、３日間程度。ただし、
受け入れ部署により異なる場合があります。
◆申し込み
　実習を希望する人は、希望日の１カ
月前までに、在籍する学校を通じて市
へ申し込みをしてください。
※受け入れ部署や実習内容、申し込み
方法などの詳細は、市ホームページを
ご覧ください。
 問総務課人事班☎73－0084

匝瑳市の仕事を体験してみませんか
＼インターンシップ実習生を募集／
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　空き地などを雑草が生い茂った状態で放置すると、ごみ
の不法投棄などの原因となり、生活環境が損なわれる可能
性があります。また、個人の土地にごみが捨てられ、それ
を捨てた人が特定できない場合は、原則その土地の所有者
がごみを撤去しなければなりません。
　こうした被害を防ぐため、土地の所有者（管理者）は定
期的に草刈りをしましょう。また、不法進入を防止する柵
や不法投棄禁止を呼び掛ける看板を設置すると効果的です。
　また、工事現場でもないのに重機で穴を掘っていたり、
早朝や深夜に普段見掛けない車両が出入りしていたりする
など、不審な現場を見掛けたら下記までご連絡ください。
《通報・問い合わせ先》
●環境生活課環境班☎73－0088
●海匝地域振興事務所地域環境保全課☎64－2825
●産廃残土県民ダイヤル（夜間・休日の緊急連絡先）
　☎043－223－3801

不法投棄をされないためにも

空き地の管理は適正に

くらしの情報●Sosa Information
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